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《人口の動き》

　2月夫王貝在

男2，599（一5）女2，632（一3）計5，231（一8）

出生3　死亡5　転入3　転出9

世帯数1，527（一2）
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小堺健高校では小堺国彦中学で学五十嵐洋中学校で
スキー、陸上、学習　んだことを忘れずに　の3年間は楽しかっ
を中学校の時よりも　勉強にスポーツにが　た。これからも、楽

っとがんばりたい！　んばりたいです。　　しくやっていきたい。

聯

高橋圭介　中学校3　佐藤宏之　明日にゃ　斉藤晃也　高校に入　小堺将哉　いつ何が　小堺友幸　高校でも

年間いろいろ学んだ明日の風が吹く。今ったら、今までより　起こるか分からない部活をがんばりたい。
ことを、これからの　日を生きれば明日は　も勉学に部活に、一　けれど、全てこえて　勉強は、もっとがん
生活に生かしたい。　また来る。　　　　　生懸命がんばります。いけたらと思う。　　ばる、負けない。
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牧田義記　高校に入

ったら、なるべく生

活態度を変えるよう

に努力したい。

相沢千恵美　今まで

良いことしてないか

ら、これから良いこ

とをたくさんしたい。

品田圭子　中学校で

学んだことを忘れず

に、何事にも精一杯

頑張りたいです。

柳　百合子　一つの

目標を持ち、それに

向かって突進してい
きたいです。

華

樋口朋一　未来の事

など考えず、今を精

一杯生きていきたい。

灘

若井春彦　高校に入

ったら、勉強、部活

など全力を尽くして

がんばります。

笠原千秋　どんなこ

とにも一生懸命に取

り組んでがんばつて

いきたいと思います。

松澤理恵　中学校生

活の思い出を大切に

して自分の夢に向け

てがんばりたいです。

南雲一彦　高校にい

っても部活動をがん

ばっていきたいと思
います。

米持賢一　高校に行

っても、勉強・スポ

ーツ・遊びに、一生

懸命取り組みたい。

植木理絵　中学校生

活で学んだことを生

かせるように、がん

ばりたいと思います。

高橋涼子　中学校生

活での思い出の中で

覚えたことなどを生
かしていきたいです。

相沢貴弘　オレたち
の時代は終わ，った。

そして新たな時代が

始まろうとしている。

　　　　　3年間、
全然一生懸命になれ

なかったので、今か
ら先がんばγ）ます。

中村　学　高校では、

充実した毎日を送り

たいです。

山岸裕樹　高校では

毎日毎日を有効に使

いたいと思います。

市川真規子　やりた

い事をする。やりた

くない事はしない。

正直にいく。

関谷亜希子　これか

らはしっかり自分の

目標をもって、がん

ばりたいと思います。

「
若
月まさえ　中学校

で学んだことを高校

でも生かせるように

がんばりたいです。

小堺俊和　高校に入

ったら中学校での失

敗をなくし、何事に
もがんばりたいです。

高橋将和　高校でも

精一杯がんばろうか

な～なんて思っちゃ
ってます。

宮沢勇貴　高校でも

勉強にスポーツに遊

びに、中学の時より

がんばりたいです。

池田博美　高校では

自分が夢中になれる

ものを見つけだし、

それに力を入れたい。

菅井登志子　　「やる

時はやる」精神で、

けじめをつけて、ピ

シッと生きたい。

山岸浩美　中学校生

活は楽しく、短かか

ったですが、良い思

い出が作れました．

市川俊明　人生山あ

り谷ありだが、桜の

ようにすぐ散らない

よう気合い入れる。

高橋哲也　高校では

部活に力を入れ、さ

らに磨きをかけたい

と思います。

議

宮沢将志今日とい
う日を，忘れずに、自

分の道を進んで行き

たいと思います。

池田智美　思いっき

り楽しく、思いっき

り明るく、思いっき

り変に生きたい。

下坂美香　中学校で

の3年を大切にし、
これからもがんばり

たいです。

山賀優子　3年間で
自信の持てるものを

作りたい。そのため
に努力したい。

石ロ知之　高校へ入

ったら、みんなに遅

れをとらないように

がんばりたいです。
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高橋幹夫　高校に入

ったら、新しい気持

ちでがんばっていき
たいです。

噸 野

寓羽康博　中学校を

卒業しても勉強も運

動もがんばっていき

たいと思います。

　
　
　
　
　

山岸正光　高校では

勉強を第一に頑張り、

そして好きなバスケ

を思いっきりやる。

鈴木香織　今までの

たるんだ気持ちをひ

きしめて、頑張りた

いと思います。

村松智恵美　高校生

になっても目標をも

ち、その目標に向か

ってがんばります。

山岸裕子　高校へ行

ってもいろいろ頑張

りたい。たくさんの

思い出が出来ました。

　
　
　
、
騨

高橋正美　高校に入

ったら赤点を取らな

いように精一杯がん

ばりたいです。

寓羽英明　高校では

中学での反省をいか

して悔いのない高校

生活を送りたい。

山岸一則　これから

がんばろうと思いま
す。

小堺智子　3年間過
ごしたたくさんの友

達。これからもずっ

と忘れません。

樋ロ裕美　今までの

学習の成果、反省そ

して、思い出をこれ

からに生かしたい。

山賀早江子　生活の

リズムを崩さないよ

うにし、規則正しい

生活を目標にします。

鈴木正浩　高校に入

れたら、学習時間を

多くして、計画的に

やっていきたいです。

高橋　実　悔いの残

らぬよう精一杯がん

ばっていきたいと思
います。

1禽

柳　伸宏　高校に入

ったら勉強よりも部

活やスポーツに力を

入れてがんばりたい。

小堺千春　好きなよ

うにさせていただき

ます。「なんとかなる

さ」を言いません。

永井琴美　高校へ入

ったら、体力づくり

に力を入れていきた

いと思います。

柳　美織　よい思い

出が出来ました。こ

れからも、いろいろ

がんばりたいです。
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相沢里津子　たくさ

んの友達がいる事を

励みに、これから精
一杯がんばります。

中村香織　高校に入

っても、毎日の努力

を大切にして精一杯

がんばりたいです。

柳　佐代子　中学校
生活で学んだことを、

今後、生かせるよう

がんばりたいです。

本柳哲也　何ごとに

も精一杯頑張り、悔

いののこらない生活

を送りたいです。

懸∞∞

若井正行　高校に行

っても、学習に部活

動に精一杯がんばり

たいと思います。

高橋陽子　この3年
間は楽しく、あっと

いう間に過ぎてしま

いました。

柳　里美　今までと

は全く違う学校生活

になります。自分な
りにがんばります。

室岡健高校に入
っても友を大切にし、

みんなと仲良く過ご
したいです。

横尾正憲　3年間で
学んだ事を生かし、

これからもがんばり
たいです。

関谷美雪　た～くさ

んの友達、これから

も、みんなでがんば
りたい。

室岡久美子　高校で

は勉強に部活に一生

懸命頑張ります。よ

ろしくお願いします。
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C
　
2
3
分
4
9
秒

　
（
小
堺
　
健
、
高
橋
哲
也
、

　
　
高
橋
将
和
）

②
松
代
中
A
　
2
5
分
18
秒

　
（
関
谷
　
真
、
山
賀
将
司
、

　
　
若
井
由
和
）

③
松
代
中
B
　
2
8
分
1
0
秒

　
（
相
沢
智
幸
紀
、
関
　
浩
志
、

　
　
山
賀
洋
平
）
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新
潟
県
議
会
議
員
一

　
　
　
　
　
　
　
・
、
投
票
開
始

般
選
挙

投
票
所
の
変
更
に
注
意

　
第
9
投
票
所
が
孟
地
小
学
校
か

ら
孟
地
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
に
変

更
に
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。投
票
時
間
に
注
意

　
投
票
は
原
則
と
し
て
午
前
7
時

か
ら
午
後
6
時
ま
で
で
す
が
、
午

後
5
時
で
し
め
き
る
投
票
所
が
あ

り
ま
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
発
行

の
チ
ラ
シ
、
若
し
く
は
入
場
券
等

で
時
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

当
日
投
票
所
へ

　
　
い
け
な
い
場
合
は

　
　
　
　
不
在
者
投
票
を

　
不
在
者
投
票
所
は
、
松
代
町
役

場
3
階
第
3
会
議
室
で
す
。

　
3
月
2
9
日
か
ら
4
月
6
日
ま
で

の
毎
日
、
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午

後
5
時
ま
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
体
の
不
自
由
な
方
の
た

め
に
自
宅
で
で
き
る
郵
便
投
票
制

度
が
あ
り
ま
す
が
、
一
定
の
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。出
稼
ぎ
先
で

　
　
投
票
す
る
場
合

　
家
族
の
方
等
が
区
長
さ
ん
宅
（

大
字
松
代
は
役
場
）
に
不
在
者
投

票
請
求
書
を
1
1
日
以
後
も
ら
い
に

行
っ
て
、
出
稼
ぎ
先
に
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
後
、
出
稼
ぎ
者
か

ら
役
場
に
投
票
用
紙
を
請
求
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
は

期
間
が
短
い
で
す
の
で
、
お
早
目

に
お
願
い
し
ま
す
。

転
出
者
の
場
△
・

　
1
2
月
7
日
以
後
、
当
町
か
ら
県

内
転
出
さ
れ
、
同
じ
場
所
に
引
き

続
き
住
所
を
有
し
、
か
つ
新
住
所
地

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
当
町
で
投
票
し
て
い

＼
◆
緊

縷
、
』繋

　
ロ
　
ロ
　
ド

　
、
　
　
鵯
　
　
■
　
　
■

　
ー
　
ト

機体重量3トン以上のブルドーザー、トラクターショベル、バックホー及び

Z　くい打機、くい抜機等の運転は、労働安全衛生法により、指定教習機関の行う　Z
ひ

S　技能講習を修了したものでなければ、運転できないことになっております。こ　　◆
ヴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Z　の技能講習が平成3年度は次の日程により実施されます。　　　　　　　　　　。
ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐり

・　1．車両系建設機械（整地、運搬、積込み及び掘削用）運転技能講習　　　　　　・

◆
　
　
◆
◆
◆
◆
◆
　
　
◇
　
　
◆
◆
◆
　
　
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

学　　　　　　　　科 実　　　　　　　　技

第1回目 4月4日（木）　5日（金） 4月8日（月）～12日（金）

第2回目 9月18日（水）19日（木） 9月24日（火）～27日（金）

　
　
　
◆
◆
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

た
だ
く
か
、
転
出
先
で
不
在
者
投

票
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
新
住
所
地
の

市
町
村
が
発
行
す
る
「
引
き
続
き

住
所
を
有
す
る
証
明
書
」
が
原
則

◆
　
◆
　
◆
　
◆

◆
　
　
　
　
　
◆

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
　
◆
　
◆

Z　　　　　　　　　　　　　　　　※大型特殊免許取得者は実技1日で修了
Z　2．実　施　場　所
ひ

◆　　　神鋼コベルコ建機㈱　新潟建設機械センター
z
・　　　　　　　　　　　　新潟市新崎256　艶1（025）259－4111
　

Z　　　詳細問い合わせ先
ひ

s　　　　　　　　　　建設業労働災害防止協会新潟県支部
　

Z　　　　　　　　　　　　　新潟市新光町7－5　新潟県建設会館内

Z　　　　　　　　　　　　　　　　覧1（025）285－7141

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　◆嚇嚇嚇嚇嚇嚇嚇偽嚇秘姻桝憎轟秘嚇秘嚇幅秘嚇嚇嚇穐秘嚇嚇1

◆
◆
◆
◆
ζ
◆
ζ
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
屍

と
し
て
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
い

こ
と
は
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
県
外
転
出
者
に
つ
い
て

は
選
挙
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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極
高
器
串
巳
部
會
皐
も
突
諭
圏

　
先
月
号
の
表
紙
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
と
お
り
、
今
年
も
松
代
高

校
の
ス
キ
ー
部
が
大
活
躍
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
高
O
B
の
渡
辺
博
文

さ
ん
（
日
体
大
）
も
全
日
本
ス
キ

ー
選
手
権
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど

大
活
躍
。
選
手
の
皆
さ
ん
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。
来
年
の
活
躍
を
期

待
い
た
し
ま
す
．

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
第
4
3
回
県
高
校
ス
キ
ー
大
会

（
妙
高
高
原
町
1
／
17
～
2
2
）

〔
女
子
1
0
キ
。
ク
ラ
シ
カ
ル
〕
⑦
丸

山
志
穂
〔
女
子
1
0
キ
。
フ
リ
ー
〕
⑰

丸
山
〔
男
子
1
5
キ
。
ク
ラ
〕
⑫
中
嶋

太
一
⑮
牧
田
幸
樹
〔
男
子
1
5
キ
・
フ

リ
i
〕
②
牧
田
⑫
佐
藤
政
秀
〔
男

子
リ
レ
ー
〕
①
牧
田
、
佐
藤
、
中

嶋
、
若
井

◎
県
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

（
山
ハ
日
町
、

塩
沢
町
1
／
2
3
～
2
6
）

　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

　
　
広
徳
一

　
　
木
美
太

　
　
斉
柳
島

　
　
　
、
　
、
中

　
　
由
呈
穂
　
、

　
　
木
士
心
市

　
　
斉
山
淳

　
　
ら
丸
賀
略

　
　
か
　
、
山
称

　
　
左
樹
　
、
敬

　
　
列
幸
明
）

　
　
後
田
雅
馬

　
　
（
牧
田
一

　
　
目
貝
、
保
塚

　
　
部
也
久
飯

　
　
　
一
盲
下
り
　
、

　
　
キ
藤
か
一

　
　
ス
斉
左
憲

　
　
高
　
、
側
井

　
　
松
光
前
若

　
　
▲

〔
男
子
1
5
キ
。
ク
ラ
〕
②
牧
田
〔
男

子
1
5
キ
。
フ
リ
ー
〕
⑦
中
嶋
〔
女
子

5
キ
。
ク
ラ
〕
④
丸
山
〔
女
子
1
5
キ
。

ク
ラ
〕
⑫
丸
山
〔
男
子
リ
レ
ー
〕

①
牧
田
、
佐
藤
、
中
嶋
、
若
井

◎
第
4
0
回
全
国
高
校
ス
キ
ー

（
山
形
市
蔵
王
2
／
5
～
9
）

〔
女
子
5
キ
。
ク
ラ
〕
⑦
丸
山
〔
男

子
1
5
キ
。
ク
ラ
〕
⑮
牧
田
〔
男
子
1
5

キ
。
フ
リ
ー
〕
⑤
牧
田
〔
男
子
リ
レ

ー
〕
④
佐
藤
、
牧
田
、
若
井
、
中

嶋◎
第
6
9
回
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権

大
会

（
秋
田
県
鹿
角
市
2
／
1
0
～
14
）

〔
男
子
1
5
キ
。
フ
リ
ー
〕
①
渡
辺
博

文
⑱
中
島
〔
男
子
1
5
キ
。
ク
ラ
〕
④

渡
辺
⑭
牧
田
（
高
校
生
で
は
1
位
）

〔
女
子
1
5
キ
。
ク
ラ
〕
⑳
丸
山
〔
男

子
リ
レ
ー
〕
⑨
佐
藤
、
牧
田
、
若

井
、
中
嶋

◎
第
4
6
回
冬
季
国
民
体
育
大
会

（
六
日
町
、
塩
沢
町
2
／
1
6
～
2
0
）

〔
少
年
女
子
5
キ
。
〕
⑱
丸
山
〔
成

年
男
子
一
部
A
1
5
キ
。
〕
③
渡
辺
〔

少
年
男
子
1
5
キ
。
〕
　
牧
田
〔
少
年

男
子
リ
レ
ー
〕
①
牧
田
、
竹
田
、

村
山
、
高
橋
、
福
原

不
良
化
は

　
　
　
冷
た
い
家
か
ら
社
会
か
ら

　
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
春

休
み
の
解
放
感
か
ら
非
行
に
走
っ

た
り
、
進
学
、
就
職
等
に
伴
う
環

境
の
変
化
や
心
理
的
動
揺
等
に
よ

り
家
出
す
る
少
年
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
．

　
家
出
は
、
家
出
中
の
生
活
費
を

得
る
た
め
非
行
に
陥
っ
た
り
、
福

過
激
派
の
「
テ
、
澱

　
　
　
　
根
絶
輩
、
溶
畷
暮
灘
、
薩
一
継
、

周
り
に
こ
ん
な
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

○
　
極
左
暴
力
集
団
の
指
名
手

　
配
者
に
似
て
い
る
。

○
　
夫
婦
と
言
っ
て
い
る
が
様

　
子
が
不
自
然
で
あ
る
。

○
　
引
っ
越
し
て
は
来
た
が
、

　
近
所
付
き
合
い
を
し
な
い
。

○
　
昼
間
で
も
カ
ー
テ
ン
を
閉

　
め
た
ま
ま
に
し
て
い
る
。

○
　
居
住
者
が
外
出
し
て
い
る

　
の
に
、
誰
れ
か
が
い
る
気
配

　
が
す
る
。

○
　
普
段
見
慣
れ
な
い
ト
ラ
ッ

祉
犯
の
被
害
に
か
か
る
な
ど
多
く

の
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
を
、
家
出
少
年
の
発

見
保
護
と
こ
れ
ら
の
少
年
を
狙
う

福
祉
犯
罪
の
取
締
り
の
徹
底
に
努

め
て
い
ま
す
．

　
人
の
子
と
　
思
う
な
　
守
ろ
う

　
若
い
芽
を

　
　
ゲ
リ
ヲ
」
の

　
　
ク
や
ワ
ゴ
ン
型
の
車
が
出
入

　
　
り
し
、
鋼
管
や
解
材
等
を
持

　
　
ち
込
み
、
又
は
持
ち
出
し
て

　
　
い
る
。

　
○
　
空
き
家
な
の
に
室
内
か
ら

　
　
音
や
、
異
様
な
臭
い
が
す
る
。

　
こ
う
し
た
点
に
気
付
か
れ
た
と

き
は
、
最
寄
り
の
派
出
所
、
駐
在

所
又
は
「
一
一
〇
番
」
に
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
u
極
左
一
一
〇
番
ー

　
0
2
5
（
2
8
4
）
9
3
9
3
へ
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　　　　　　　　　　　　　撚》第
3
6
回
町

（
旧
日
ク

　
　
松
代
内
ス
キ
ー
大

ロ
カ
ン
コ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
ス
キ
ー
耀

蟹

、
泌欝　　騨

噸

福は｛・内

㌦
・

　
懸

灘

・灘

脳

》確
定
申

　
（
1
6

登

繍

㎜薯
懸

聡

隷
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鋼回趨鯨罪終の隣織噸零旭グ弘1．

3月9日（土曜日）

　
O
A
U
A
U
O

後　
A
U
A
U
4
つ
0

　
．
●
　
●
●
　
●
●
　
●
●

　
1
2
2
3

午

5：00

5：00
6：00
7：00
7：30

8：00

8：30

メインステージ

開場・雪の芸術展作業開始

戦国武者行列＆開会式

新潟県警察音楽隊パレード

演歌まわり舞台公開録音

　（B　S　Nラジオ番組）

雪中松代相撲

　Intemational選手権大会

雪の芸術展表彰式

元気になるロックコンサート

雪国の民話OH　P上映

鳥追い…　　どんど焼き点火
【シンセサイザー生演奏】

松苧太鼓

雪上みこし　活き！生き！合戦
前夜祭終了

　演歌まわり舞台

　ゲスト出演歌手

o有村正也く晶琶蔑と

鷺揚耽罵裟驚驚駕

o青井みどりく魏綾

o市川俊勝ぬくもり

遊雪体験

〈》ρ●’』qD

スノーワールド

・つ楽レさいづぱ“ノミニスノ7てモ7ビノ拠

．ウスリル満点譲スノースクータr》、一、．

◎気分は南極探検隊P雪上車i．、『．．

．o恐いもの見たざに思わず興奮2お武家屋敦『

i．窟ソ1ノ遊びに快汗ノミニゲレンデ

噛舞孫確翼本響と雲』・

熾雪上ホバ7クラフド・

3／9日午後2：30～5＝oo
　　　　　（お武家屋敷は8＝00まで）
　10日午前9二〇〇～午後3＝ooまで

C
＼

○
’ノ



違4直越後まつだ“冬の陣愉昏1噸自）1プロク≒婚ll

3月10日（日曜日）
メインステージ

午前
　9：00開場
　　　オープニング
10：00　松代小学校鼓笛隊

10：30雪上アトラクション
　　　大餅つき大会（アトラクション終了後）

午後
　O：30　『のっとれ！松代城』戦士大行進おいしさに胸トキメク2日間

　1：00　出陣太鼓【奴奈川太鼓】

　　　　　　　　　　　　　　食い倒れ横丁　　　のっとれノ松代城
2：30　凱旋太鼓【松苧太鼓】

3：00

4：00

新城主凱旋

閉会式

表彰式及び大抽選会

ふるさと会員の認証式

閉会宣言・祝砲

閉場

冬の陣をテレビ放映

　NSTで

午後5時から30分

焼き鳥、たこ焼、わたあめ　賢

あんぽ、何んでもござれの

霜コーナー

甘酒の無料サービスもあり
ます。

△　臨時バス運行ノご利用ください。

＠睡額鰯雛麟嘲騨、峯、．

3月9日（±）午後9時10分

会場（小野島歯科前）発

金
人
胴

料
大
2
0
肉スノーワールドチケツトで　1

南部（東山）方面

伊沢（滝沢）方面
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綾灘灘縫搬難麟饗難藝
譲纒灘獺i灘i灘鰭灘黛鐵

籔繊i獺賑雛繍購灘翻錐
難難欝灘叢灘灘嚢饗難嚢
鐡難灘霧i灘攣嚢縫繍搬雛嚢
纏灘難難1灘難嚢i糠織繊

く1町内将棋大会

　（17日町総合センター）

▲
町
内
囲
碁
大
会
（
2
4
日
町
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
鱗
　
畷

　
鑛
藝
灘
　

舞
舞
嚢
　

鐸
藝
藝

　
灘
灘
難
　

灘
嚢
灘
　

欝
灘
鱗

　
鎌
識
獲
　
鐵
難
纏
　
澱
獲
繊

　
蟹
整
鱗
　
㎜
雛
醗
藤
　
譲
総
騨
　
　
　
　
蟹
”
懸
灘
　
叢
総
驚
　
議
“
艦
灘
　
　
　
　
雛
蝋
懸
醗
　
難
　
帽
猴
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灘
難
獺
灘
郷
鞭
麟

灘
　
　
　
　
　
　

糠
　
　
灘

塗
灘
綴
難
藩
懸
鐵
　

藝
繕
灘

難
綴
犠
繊
嚢
灘
緩
，
懸
嚢
叢
繍
顯

繋
　
　
　
　
灘
　
　
　
　
鍵

灘
灘
繊
灘
繋
勝
鱗
難
鑛
灘
繊
繊

総
　
　
　
　
　
図
　
　
　
　
　
翻

雛
獲
藝
慧
灘
纏
謹
緩
灘
綾
獲
籔

灘
　
　
　
　
欝
　
　
　
　
麟

’灘

鬼は｛・外

　　　　　　松代
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松代町の

野鳥
シ
リ
ー
ズ
⑰

ア
オ

　
　
　
　
松

　
松
代
町
に
お
け
る
本
種
の
生
息

数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
種
は
、
一
九
六
五
年
（
昭
和

四
十
年
）
頃
ま
で
は
珍
鳥
の
部
類

に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
本
県
で
の

記
録
は
、
一
九
六
三
年
（
昭
和
三

十
八
年
）
五
月
二
十
七
日
、
柏
崎

市
の
八
石
山
で
発
見
さ
れ
た
の
が

二
回
目
の
記
録
で
、
そ
れ
以
前
は

三
島
郡
与
板
町
で
の
記
録
が
あ
る

に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

そ
の
後
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー

（
当
時
は
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー

と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
）
が
増
加
し
た
こ
と

や
、
識
別
で
き
る
人
が
多
く
な
っ

た
こ
ど
か
ら
、
県
内
各
地
で
発
見

さ
れ
、
現
在
で
は
あ
る
程
度
普
通

に
観
察
で
き
る
種
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
松
代
町
で
筆
者
が
観
察
し
た
の

は
、
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
十
一

年
）
十
月
五
日
、
田
野
倉
地
内
で

鳴
き
声
を
聞
い
た
の
が
最
初
で
し

た
。

　ノマ
ヤ

水ト

1光

　
本
種
は
完
全
な
森
林
性
の
鳥
で

姿
を
見
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、

特
徴
の
あ
る
、
ア
ー
オ
ア
オ
、
ア

ー
オ
、
ア
ー
オ
ア
オ
ア
ー
な
ど
と

鳴
き
、
こ
の
鳴
き
声
で
ア
オ
バ
ト

と
識
別
で
き
る
の
で
す
が
、
初
め

て
聞
く
人
は
不
気
味
に
感
じ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
本
種
は
北
海
道
で
は
夏
鳥
、
本

州
で
は
留
鳥
か
漂
鳥
に
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ハ
ト
目
ハ
ト
科
ア
オ

バ
ト
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
大
き

さ
は
キ
ジ
バ
ト
と
同
じ
位
で
、
全

身
緑
色
に
見
え
る
ハ
ト
で
す
。
細

か
く
特
徴
を
見
ま
す
と
、
雄
で
は

上
面
、
額
、
喉
、
頸
な
ど
は
緑
黄

色
、
頭
上
か
ら
後
頸
、
腰
、
上
尾

筒
は
暗
緑
色
、
翼
は
黒
色
で
肩
羽

の
部
分
が
赤
褐
色
が
か
っ
た
暗
緑

色
で
す
。
雨
覆
部
は
赤
褐
色
、
尾

は
暗
緑
色
で
円
尾
を
し
て
お
り
、

下
面
は
胸
か
ら
腹
に
か
け
て
緑
色

を
帯
び
た
黄
色
。
下
腹
部
に
な
る

に
つ
れ
、
淡
黄
色
か
ら
白
色
と
な

り
、
尾
の
下
面
は
灰
白
色
で
う
ろ

こ
状
が
目
立
ち
ま
す
。
雌
は
雄
と

ほ
ぽ
同
色
で
す
が
、
額
、
前
頸
、

胸
の
緑
色
が
濃
く
、
雨
覆
部
は
黄

色
味
を
帯
び
た
暗
緑
色
で
あ
る
こ

と
が
区
別
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

蝟
は
黒
灰
色
、
脚
は
赤
色
で
き
れ

い
な
鳥
で
す
。
ア
オ
バ
ト
と
い
っ

て
も
緑
色
の
ハ
ト
で
、
日
本
で
は

緑
色
を
ア
オ
、
青
色
を
ル
リ
色
と

表
現
し
て
い
ま
す
。

　
本
種
は
、
標
高
一
五
〇
〇
m
以

下
の
落
葉
広
葉
樹
、
照
葉
樹
の
森

林
に
生
息
し
、
繁
殖
期
は
雌
雄
で

生
活
、
他
の
時
期
は
数
羽
か
ら
数

十
羽
の
群
で
生
活
し
て
お
り
ま
す
。

繁
殖
は
、
森
林
中
の
一
～
六
m
位

の
高
さ
の
枝
上
に
、
細
い
樹
枝
や

枯
つ
る
な
ど
を
使
っ
て
浅
い
皿
型

の
巣
を
作
り
ま
す
。
本
種
は
、
他

の
ハ
ト
と
異
な
り
割
合
丁
寧
な
巣

を
作
り
、
六
月
頃
乳
白
色
の
卵
を

二
個
産
み
ま
す
。

　
餌
は
、
カ
シ
、
シ
イ
、
ナ
ラ
、

ブ
ナ
、
コ
ナ
ラ
な
ど
の
堅
果
、
サ

ク
ラ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ノ
ブ
ド
ウ

　
し
ょ
う

の
漿
果
、
ミ
ズ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ
、

サ
カ
キ
、
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
、
マ

ユ
ミ
な
ど
の
実
で
す
。

　
ま
た
、
本
種
は
変
わ
っ
た
習
性
と

し
て
、
海
岸
に
海
水
を
飲
み
に
行

く
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
ま

国
民
萎

保
膜
料

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、

今
年
の
4
月
か
ら
ー
ヶ
月
に
つ
き

九
、
○
○
○
円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
老
齢
や
障

害
な
ど
で
働
け
な
く
な
っ
た
と
き

や
、
一
家
の
働
き
手
を
失
っ
た
と

き
な
ど
に
、
年
金
を
支
給
し
て
生

活
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
た
め
、
年
金
の
価
値
を
社

会
情
勢
に
応
じ
た
水
準
に
保
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
人
口
の
高
齢
化
が
急
速

に
進
む
中
で
年
金
受
給
者
が
増
加

し
、
年
金
の
支
払
い
に
要
す
る
費

用
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
年
金

額
の
引
上
げ
と
共
に
、
国
民
年
金

の
財
源
と
な
る
保
険
料
の
引
き
上

げ
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
を
健
全
に
運
営

し
て
い
く
た
め
の
保
険
料
の
改
定

で
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
加

入
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

r
、
◎

四
月
か
ら
は

九
、
○
○
○
円
で
す

　
　
　
　
　
　
、
『
）

』’
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す
。
海
に
生
息
す
る
鳥
は
別
と
し

て
、
陸
に
生
息
す
る
鳥
で
海
水
を

飲
む
鳥
は
本
種
だ
け
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
筆
者
も
一
九
八
六
年

五
月
二
十
五
日
、
松
之
山
町
で
柏

崎
方
向
に
飛
ぶ
五
羽
の
群
を
観
察

し
て
お
り
、
海
水
を
飲
み
に
早
朝

出
か
け
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
な
ぜ
海
水
を
飲
む
の
か
解
明

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、
本
種
の
生
態
は

何
も
解
明
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ど
な
た
か
繁
殖
生
活
だ
け
で
も

観
察
し
て
記
録
を
取
り
、
発
表
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
本
県
に
お
け
る
方
言
は
、
シ
ャ

ク
ハ
チ
ド
リ
（
尺
八
鳥
）
、
ヤ
マ

バ
ト
、
ホ
ウ
ネ
ン
バ
ト
（
豊
年
鳩
）

ノ
バ
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
シ
ャ

ク
ハ
チ
ド
リ
と
は
、
鳴
き
声
が
人

間
が
吹
く
尺
八
の
音
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
よ
う
で
、

ホ
ウ
ネ
ン
バ
ト
と
は
、
こ
の
鳥
が

多
く
見
ら
れ
た
年
は
豊
作
だ
と
い

う
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
今
年
は
、
松
代
町
で
多
く
の
ア

オ
バ
ト
を
観
察
で
き
、
豊
作
で
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
こ
の
項
を
終
わ

り
ま
す
。

アオバト

　　　灘
　灘
轟

♀

雛
麗
鍵
難
羅

磯

冠♂

湛
疲
ノ
火
災
が
多
発

　
今
年
に
入
り
上
越
消
防
管
内
で

十
三
件
（
二
月
二
〇
日
現
在
）
の

火
災
が
発
生
し
一
名
の
死
者
が
出

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
東
頸
署
管
内
で
も
、
す

で
に
四
件
発
生
し
、
た
い
せ
つ
な

財
産
が
灰
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
天
ぷ
ら
鍋
が
原
因
に
よ
る

も
の
が
全
体
で
四
件
と
上
位
を
占

め
て
お
り
ま
す
。
お
互
い
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ

　プ壷心　警ミ
　D1ン　　　　．
　　　謹．N購’，

家まで揚げないでねっ／

．一二』一二　　』　　　．　　…

ま肇
ず火
消災
モ予
う防
：火運

へ動
の4
鋪月
感1
翻∂睡　日
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窃父亡ん、∂E母亡ん、良（見て（だ亡し、オδll

蒲生やなぎや　　　　　　　　松代ちゅりかいや
（蒲生保育園）　　　　　　　　　（松代保育園）

　　　しん　ご
五十嵐真悟くん

　　5才
松代　やすけ
（松代保育園）

ゾノゐ
．

　
　
●

働

噸
0

家族そろって加入しましよう

掛金わずか籟350円⇔見舞金最高100万円

o
掛
金
（
会
費
）

　
大
人
も
子
供
も
一
人
年
額
三

　
五
〇
円
（
途
中
加
入
も
同
額
）
。

o
共
済
期
間

　
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三

　
十
一
日
ま
で
（
中
途
加
入
者

　
は
会
費
を
納
め
た
翌
日
か

ら
）

o
加
入
で
き
る
人

　
松
代
町
に
住
所
を
有
す
る
人

　
で
外
国
人
登
録
し
て
あ
る
人

　
も
加
入
で
き
ま
す
。
（
学
生
で

　
親
か
ら
仕
送
り
を
受
け
て
い

る
人
も
可
）

o
申
し
込
み
方
法

　
三
月
中
旬
に
区
長
さ
ん
か
ら

　
加
入
申
込
書
が
配
布
さ
れ
ま

す
。
加
入
申
込
書
に
は
あ
ら

　
か
じ
め
世
帯
員
の
氏
名
等
が

　
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

　
加
入
者
分
の
掛
金
を
添
え
て

　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　
国
内
で
発
生
し
た
道
路
を
運

　
行
中
の
車
両
に
よ
る
人
身
事

　
故
。

◎
対
象
と
な
ら
な
い
事
故

・
車
両
の
交
通
が
原
因
と
な
ら

　
な
い
人
身
事
故
．

・
路
上
以
外
の
場
所
で
起
き
た

　
人
身
事
故
．

◎
見
舞
金
が
給
付
さ
れ
な
い
事
故

・
故
意
に
よ
る
事
故
。

・
重
大
な
過
失
に
よ
る
事
故
（
飲

・
酒
、
無
免
許
、
速
度
違
反
等
）

・
天
災
地
変
．

見
舞
金
の
請
求
は
一
年
以
内
に

　
請
求
期
限
は
事
故
の
日
か
ら

一
年
以
内
で
す
。
事
故
で
負
傷

し
、
七
日
間
以
上
の
入
院
、
通

院
治
療
が
あ
る
方
は
、
早
目
に

役
場
の
係
（
総
務
課
）
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ill鯉

羅
磁
膿
鵬
鞭
騒
麗
翻
携
．
曝
6
趙
雛
囁
鐵
麟
燃
謳
騰
羅
薫
撚
騨
瀕
麟
5
懲
獣
蔭
騰
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箇認網鵬容・診容の孚融斜か喰竃琶⑳臼窃

　平成3年4月1日から登記簿の騰本・抄本の手数料が1通
500円から600円に改定されます。
　なお、閲覧、印鑑証明など他のものについては変更ありま
せん。詳しくは、最寄りの法務局へお尋ねください。

讐擁辮）鷲霧響40才まで）　醐一
　　雄僻舞契．雛轡、で）
、1詳レぐは、国立療養所犀潟病院庶務係（低0255－34－3131内線220）へ

1．日　時

2．集合場所

3．宿泊先

4．対　象
5．日　程

平成3年3月23日（土）～24日（日）　1泊2日

第1班　午後1時集合　1時30分出発

第2班　午後6時集合　6時30分出発

松代町役場前へ上記の時間までにご集合下さい。

Na，eba　FUKUJUSO盈0257－89－3672
　（苗場国際スキー場・浅貝スキー場）

一般青年を対象とします。

3月23日（土曜目）

午後13：0013：30　15：30 17：00　　18：00 20：00　　21：00　　　　　　　　23：00

役 車 夕 入

場
』
で Just

Let’s ふれあい
Free

削
移 Meeting

SKI Time
集 Dancing コンノ忍

合 動 食 浴

3月24日（日曜日）

7：00　　8：30 15：00　　　　　　16：00 19：00

朝 Let’s 車 夕 車 解

SKI Free で で

Exercise Time 移 移

食 スキースクールも 動 食 動 散
開催いたします。

★
会
費
　
一
名
に
つ
き
七
千
円
で
す
。
　
（
宿
泊
料
・
食
事
代
三
食
分
・
そ
の
他
、
飲

　
み
物
等
持
参
大
歓
迎
！
）

★
出
発
時
間
を
二
班
に
分
け
ま
し
た
の
で
、
希
望
の
時
間
帯
を
選
択
し
て
下
さ
い
。

★
三
月
二
十
日
ま
で
に
松
代
町
公
民
館
ま
で
会
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

徽
職
鵬
に
融
総
だ
翁
窃
し
ら
題
難
ろ
、
麟
艇
職
魍
に
融
群
だ
譲
お
醸
ら
魅
趣
ろ
猿
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“
．
に
じ
．
藻
…
・
∵
x
◎
弓
“
．
．
∵
”
弓
．
ψ
鷺
”
．
悼
呂
，
9
・
●
、
噛
．
斜
障
．
婚
臨
層
“
岩
卿
翫
．
壌
÷
．
9
智
悼
．
涛
一
一
．
．
・
℃
の
帆
∴
÷
9
。
り
裳
覧

“
澱
…
蟄
雛
W
ハ
雛
　
　
　
蝋
欄
撒
一
｝
…
鎌
藩
一

㎜覇鰍
淋
雌
一
｝
鰍
纏
爆
…
…
“
…
脚
熟
斌
徽
｝
羅
“
惣
蕪
…
淋
離
一
仙
、

計画施設と用地面積
施　　　設 必要面積 開発面積

ゴ　ル　フ　場

ス　キ　ー　場
テ　ニ　ス　場
プ　ー　ル　場
リゾートホテル

ゲートボール
乗　　　　　　馬

健康　ラ　ン　ド

パラグライダー
サイクリングコース

レーシングコース

バードウォッチング

120ha
　72ha

　16ha

　30ha

　20ha
　　2ha

　　6ha

　　2ha

　　4ha

　　4ha

　　4ha

　　2ha

57ha
34ha
　8ha
14ha
　9ha
　lha
　3ha
　lha
　2ha
　2ha
　2ha
　lha

小　　　計 282ha 135ha
予　備　地 112ha 53ha
合　　　計 394ha 188ha

　
撰
懲
懸
麟
機
“
叢
甑
辮
簾

　
　
　
　
　
　
産
業
・
企
画
課

　
ご
質
問
の
よ
う
に
、
現
在
峰
方

地
区
（
蓬
平
、
会
沢
、
清
水
、
桐

山
地
内
）
で
、
総
面
積
で
約
四
百

㎞
（
開
発
面
積
約
二
百
㎞
）
、
総

事
業
費
約
七
百
億
円
の
「
複
合
型

総
合
レ
ジ
ャ
ー
大
規
模
開
発
計
画
」

が
、
名
古
屋
の
有
限
会
社
「
中
部

開
発
企
画
」
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
去
る
二
月
六
日
に
役
場
で
町
議

会
議
員
や
農
業
委
員
、
役
場
職
員

等
を
対
象
に
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、

ま
た
、
関
係
部
落
に
お
い
て
は
昨

秋
よ
り
三
回
、
地
元
説
明
会
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
ま

す
と
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
し
て
ゴ

ル
フ
場
、
ス
キ
ー
場
あ
外
、
乗
馬
、

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
等
自
然
を

生
か
し
た
も
の
が
企
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
　
（
表
参
照
）

　
当
然
、
農
薬
問
題
や
自
然
破
壊

な
ど
の
環
境
問
題
が
心
配
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
説
明
に
よ
れ
ば

こ
れ
か
ら
建
設
（
許
可
）
さ
れ
る

ゴ
ル
フ
場
等
で
は
、
農
薬
は
ほ
と

ん
ど
使
用
さ
れ
な
い
し
、
現
在
の

森
林
に
つ
い
て
も
半
分
以
上
は
残

す
の
で
、
自
然
破
壊
の
心
配
は
な

灘
、：撫

　
　
　
　
㎞
欝
蟻
・

覇
審
・
・

　
　

翻
　
辮
，

　
施
　
一
　
ヤ
　
ジ
晦
鎗
幾
禽
松
総
懸
的

・
　
灘
目

新
峯

▲多目的（複合型）

　総合レジャー施設

　イメージプラン案

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
う
い

っ
た
環
境
・
公
害
問
題
の
監
視
と

住
民
の
雇
用
問
題
等
を
目
的
と
す

る
推
進
委
員
会
（
地
元
住
民
で
構

成
、
構
成
員
八
名
）
が
設
立
さ
れ
、

地
域
に
と
っ
て
望
ま
し
い
開
発
が

進
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、
松
代
に
は
現
地
事
務
所
（
出

張
所
）
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
完
成
時

に
は
、
三
千
人
程
度
の
雇
用
が
見

込
ま
れ
る
そ
う
で
す
が
、
ゴ
ル
フ

場
、
ス
キ
ー
場
は
完
成
ま
で
三
年

程
度
、
す
べ
て
の
施
設
の
完
成
に

は
十
年
程
度
の
歳
月
が
必
要
と
の

こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
計
画
は
地
元
住
民

や
不
在
地
主
等
の
同
意
を
得
て
、

初
め
て
前
向
き
に
推
進
す
る
の
で

反
対
が
あ
る
場
合
に
は
、
開
発
は

行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
い

わ
ゆ
る
住
民
の
意
見
を
尊
重
し
、

同
意
を
最
優
先
す
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
な
お
、
こ
の
計
画
の
詳
細
や
推

進
状
況
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
も
広
報
等
で
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。
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＼
m
フ

　
　
　
　
㌧

　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
松
代
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
待
し
て
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
堺
正
秀
さ
ん
（
室
野
）

　
三
月
と
い
え
ば
卒
業
の
時
期
で

す
が
、
私
が
松
代
高
校
を
卒
業
し
、

「
㈱
松
代
そ
ば
善
屋
」
に
就
職
し
て

か
ら
満
十
二
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
私
達
が
卒
業
す
る
時

は
、
町
内
に
は
就
職
口
が
少
な
く
、

数
人
残
っ
た
だ
け
で
す
が
、
今
は
、

か
な
り
多
人
数
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
同
級
生
に
長
男
や

長
女
が
多
い
せ
い
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
町
に
も
色
々
な
会

社
が
進
出
し
て
来
て
、
人
手
不
足

の
状
態
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。
こ

れ
は
全
国
的
な
事
で
す
が
、
松
代

も
同
じ
な
の
で
す
。

　
私
は
町
外
で
生
活
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
都
会
に
行
く
つ

も
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
二
時

間
も
か
け
て
通
勤
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
か
？
給
料
が
高

い
と
い
っ
て
も
生
活
費
も
大
変
で

し
ょ
う
か
ら
。
私
は
勝
手
に
思
う

の
で
す
が
、
「
松
代
町
へ
若
者
が
残

ら
な
い
の
は
、
都
会
へ
の
あ
こ
が

れ
と
希
望
す
る
就
職
口
が
な
い
の

か
な
」
と
・
－
・
。
だ
か
ら
都
会
に
行

く
な
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
思
い

出
し
て
欲
し
い
の
で
す
、
こ
の
松

代
を
…
。
あ
な
た
達
の
故
郷
で
あ

り
、
い
つ
で
も
大
手
を
広
げ
て
待

っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
私
の
会

社
も
待
っ
て
い
ま
す
。
平
均
年
齢

二
十
才
代
の
楽
し
い
会
社
で
す
。

　
今
は
人
手
さ
え
確
保
で
き
れ

ば
、
雪
が
降
っ
た
と
し
て
も
い
く

ら
で
も
仕
事
が
あ
る
時
代
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
う
い
う
機
会
を
利
用

し
て
、
町
が
活
気
づ
い
て
く
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ

の
考
え
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

気
に
さ
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
た
だ
の
た
わ
ご
と
だ
と
思
つ

て
忘
れ
て
下
さ
い
。
も
う
す
ぐ
春
、

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
は
ち
る

　
「
も
う
す
ぐ
春
で
す
ね
エ
　
ち

よ
っ
と
気
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」

歌
の
文
句
じ
ゃ
な
い
で
す
が
、
そ

ん
な
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

儂
朧
と
暖
か
い
春
の
日
差
し
を
浴

び
て
、
ぶ
な
の
芽
が
ほ
こ
ろ
び
、

鳥
が
さ
え
ず
り
、
雪
の
割
れ
目
か

ら
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
ひ
ょ
っ
こ
り
顔

を
だ
す
。
　
一
年
で
一
番
す
て
き
な

時
季
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
で
も
、
花
粉
症
で
お
嘆
き
の
諸

氏
に
は
涙
、
涙
の
地
獄
の
季
節
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
昔
は
ほ
と
ん
ど

聞
か
れ
な
か
っ
た
花
粉
症
。
異
物

（
花
粉
等
）
が
体
に
入
っ
た
時
に
生

じ
る
あ
る
種
の
抗
体
が
原
因
と
の

こ
と
で
す
が
、
お
腹
に
寄
生
虫
が

い
れ
ば
花
粉
症
に
は
な
ら
な
い
そ

う
で
す
。
し
た
が
っ
て
お
腹
に
寄

生
虫
が
い
た
時
代
に
は
、
当
然
花

粉
症
は
な
か
っ
た
訳
で
、
寄
生
虫

に
よ
っ
て
生
じ
る
抗
体
が
体
を
保

護
し
て
く
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

寄
生
虫
と
言
え
ば
、
思
い
出
す
の

が
虫
下
し
。
回
り
の
も
の
が
黄
色

く
見
え
た
も
の
で
す
。

　
何
か
急
に
下
品
な
話
に
な
っ
て

き
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
こ
の
へ

ん
で
。
食
事
中
の
方
に
は
ゴ
メ
ン

な
さ
い
。

　
戸
籍
の
窓
口

薦
准
馬
％
覆
蓼
墾
潟
驚
園
受
付
》

簿
慧
多
雛
火
生
を
｛
結
婚
響

菅
蕪
太
一
・
溝
沢
は
る
み
避

　
　
　
　
　
　
（
名
畢
・
紙
麓
）

縦
轟
壽
な
良
犠
子
に
撚
出
生
〉

福
療
ゆ
講
か
欝
　
将
太
・
律
雛
き
駕

撚
長
女
・
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）

　
ー
嚢
、
環
鑑

帯
灘
藍
憲
雛
　
藍
。
綾
離
瀞

　
　
　
（
叢
女
・
松
代
・
糀
屋
）

　
　
み
ザ
き

関
谷
氷
希
建
　
正
縛
・
百
脊
子
さ
溝

嶽
長
蜜
・
松
代
・
辮
鑑
灘
美
答
院
）

灘
冥
福
を
祈
鱗
ま
隣
織
死
轡
）

掘
翔
直
義
鑓
　
　
　
鴇
歳

　
　
　
　
　
　
藩
島
・
橋
揚
）

柳
嚢
繊
華
瀞
　
　
　
雛
歳

　
　
　
　
　
　
（
松
残
・
溝
吉
）

矧
騰
懸
鯖
難
欝
　
　
認
歳

　
　
　
　
　
織
綱
幽
・
薩
織
糖
）

高
橋
き
諜
譲
　
　
　
雛
歳

　
　
　
　
　
　
霧
代
・
林
墨
）

高
橋
精
心
郎
贋
　
　
雛
歳

　
　
　
　
　
（
莇
簗
導
ま
す
や
）

若
凋
彌
太
郎
さ
ん
　
　
麗
歳

　
　
　
　
　
　
　
舞
老
・
原
）

幽
“
辮
塁
嗣
讃
　
　
　
　
8
4
歳

　
　
　
　
　
　
　
蒲
生
・
外
）
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餐芸
質

　　　ノ　週磁薩

降
り
暗
む
雪
の
怖
さ
を
知
り
て
住

む
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

鬼
や
ら
い
角
の
欠
け
た
る
般
若
の

面
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

除
雪
車
が
夜
明
け
の
橋
を
揺
す
り

行
く
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

降
り
つ
づ
く
雪
に
言
葉
を
忘
れ
け

り
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
け

吹
雪
中
最
終
バ
ス
に
人
気
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

餅
花
の
凍
て
落
つ
る
音
二
つ
三
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

ふ
る
さ
と
の
雪
を
資
源
に
雪
未
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

盃
に
ど
ん
ど
の
灰
も
受
け
て
飲
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

出
稼
ぎ
を
止
め
た
る
夫
と
冬
籠
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き

し
ん
し
ん
と
雪
深
更
の
刻
刻
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

泳
ぎ
ゐ
て
水
も
動
か
ぬ
冬
の
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

猫
柳
ふ
く
ら
む
部
屋
に
客
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

寒
の
入
り
一
粒
雨
も
俵
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

軒
下
に
う
ど
ん
す
す
り
て
雪
卸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

つ
か
の
間
の
陽
差
し
な
れ
ど
も
春

近
し
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

口
説
き
果
て
十
日
続
き
の
雪
卸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

渋
海
沿
い
鳶
低
く
飛
び
霰
う
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

軒
下
に
ひ
と
と
き
宿
り
寒
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
志

腰
ま
げ
て
老
の
一
徹
雪
を
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

短
歌
兎
の
足
跡
　
草
野
和
作

雪
晴
れ
の
わ
が
家
め
ぐ
り
て
点
々

と
ま
ぶ
し
き
は
兎
の
足
跡
な
り
し

ひ
と
筋
の
春
の
陽
ざ
し
が
防
雪
の

は
め
板
透
か
し
て
ま
ぶ
し
く
光
る

寒
ゆ
る
む
雨
だ
れ
の
音
ひ
び
き
つ

つ
永
か
り
し
冬
春
へ
近
づ
く

　
　
と
う

蕗
の
苦
室
き
ざ
み
て
浮
す
味
噌
汁
の

匂
い
た
し
か
に
春
と
な
り
ゆ
く

び
ド

＼
、
／
0

莞卸
宗

。

卵
村
論
而

奮

、
縦
纂

凛
・
．
エ
、
、

　
　
　
　
砥
．

，鰐往
　　　・球冗毛　￥・／
●
・
1

て鋤
ミー　／馬．

隻欝”…

…

　
　
　
　
　
　
ク

萄隊、

誰
話
一

油
断
犬
巌
よ
ー

遠

診。4
ひ‘倉

　　　ぼ

費奮§

　
庭
の
草
木

　
　
　
ツ
　
バ
　
ギ

　
北
海
道
を
除
く
日
本
全
土
に
分

布
し
て
い
る
野
生
の
ツ
バ
キ
に
は
、

ヤ
ブ
ツ
バ
キ
と
ユ
キ
ツ
バ
キ
が
あ

る
。
ユ
キ
ツ
バ
キ
は
、
日
本
海
側

の
低
山
帯
で
豪
雪
地
帯
だ
け
に
分

布
し
、
そ
の
他
に
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ

が
あ
る
と
見
て
よ
い
。

　
「
椿
」
は
春
に
花
が
咲
く
の
で
、

日
本
人
が
考
案
し
た
字
と
す
る
説

が
あ
る
。
種
子
か
ら
し
ぼ
っ
た
ツ

バ
キ
油
は
、
灯
火
用
に
し
た
時
代

も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
頭
髪
油
、

食
用
、
外
用
薬
軟
膏
等
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。

圏
　
　
　
　
出
題
　
九
段
　
武
宮
正
樹

　
　
白
先
黒
死
・
9
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
深
く
入
っ
て
攻
め
合
い

　
　
に
。

　
　
5
分
で
2
級
、
3
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。

　。

蜘
壬
二
ゆ
↓
準
6
日
・
⊥
將
曳
＞
∩
ρ

婁
4
ω
し
・
口
V
卿
准
）
q
陽
コ
阜
厚
厚
蓄

へ
o
Y
ゆ
準
醗
z
ぞ
ー
甲
〈
胡
玉
妥
罪
〉


